域翼©天ぶ贸鑛 * 海資00餐 （8 沒 OrnL ) の場茵（蒙お上段を参照しでください。） 


150 


60 


70 


80 


90 


200 


- 天な?毎 

:勝靡逍單ッヶ 


冷凍食蟲 

も曝梦おパ.—’（コ□ツケ，^ンすカツなど） 


ぶ"..、.. ，.二…‘,….、. ゾ女イ 

這お .:.; なな K 禱の屬揚げ 


ド…~ナツ 


難夢を W 

....-V::::去:::::::.:ぶ:'.中:::: 
:::が::::み••んパ'‘’ • •.ち::::::::::::: h 


素揚げ。大学いを 


■■■こ‘'.ご二.こ:；*こ.-:.::.:::-::: .. f y t rvwjT- smmO 

SiS プ 


麵 ^ 黯藏ぅ辛子、しその葉など娜 


ち油遍設恵は謂摆時®ミ謂廈固安です。油量や巧載により異なります。またが料が A つていな U 場合は、やや高掠な語渡になります。 



較觀城;磯媒:た詔黨嫉縱凝も:黨 


殘殺獲毅潑毅毅毅媒遲離滋媒滋殺毅强数靈機機被靈滋毅强碟徽滋徽数徽點滋滋 S 




IS ISIS 咖は 

装が家 Ijj が p 哉ち 類 f 吗 I 燕^^ が^ 發 


禱擺 tf も® M: 理舉絲聲據'婿龍ず I な I 飞 
•お M® 天ぶ赏麵进外滿鐵猶 E 薇 to&M 
信厲巧灭ぶら ffl ながを使用ずると漏慶調節機能が 
正しく »かないことがあり、火災の原靈となりまず。 

•麵廳が雞繫 bfc も® S®. わな U 
•遮隸500簽诘 oOrnL) 来满'で據謂理 b な 
油は日00浸 (550 mL ) 〜800经 (880 mL ) 巧範靈で 
調摆 L/C くださ U 。 編が違ったり油麗がかないと，油が 
遍熱さむ発が弓'る恐れが摄りまず。哉た連麗が多ず 
ぎると、あるれてやけどや火ぶ風最壓にな D ます。 




囉 


•韻;8苗ミ韻<悲紀.5電灘難®禮 
着麵織 t "。 …•夕 • CD 中輿; k .. fi <、. 

•避帶攝 W も©濯 S □ン祭®那 



1 圍なのような顯合、揚げち®鎖反り檢類曽 a 停止が作動 U 遍眶を停止ずることがあります。 

I •鍋底が約 P 巧巧じ(上反っていたり、変形した鍋を使用した塌音（鍋を交頸する R 5 う 

I 鍋底やトップブレー^ h に巽锡やミちれが巧着して’いる場合（お手入れをする R 15. 30.31：) 

I 。予熱中に油を注浮足した場合（揚げも®遍廈つント□叫し®設定をし直 a PA8 ') 

1 傷油の種類にぶっでは油煙か出る)晶廈が異な D まず。（油®説明書を權認してくたさし 、 j 

i •付]■©天ぶら鍋は絶対に空だきしないでください。麵底が変形して使えなくなりまず。 

I •帮使澤油は油煙が出やずくなります。 

1 ■揚げも®運転中に麗®おヒ-~夕"-で遍をわかずなどの調理を巧う場含、鶏が跳ねて;油®中に入 

1 らないよラに义力®闕節に注意してください。 

I 圍廃油凝固剤を使用ずる塌合は、蘿油凝鐵剤の取扱説明書をご覧ください。 
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W ヒ！夕！で誦理齊聲覆{揚げ燕} 





































































































ち! H ヒ夕一"で説明していまず。 





巧料を入れた腸を 
! H と™夕™敬字夾に置く 


151111を r ピッ J と嶋る素で摔し、 

電源黎乂れ攫巧ンプが顯巧し蒙ず) 


@ 


m 


«■« 


證禪 u 


保麵ランプ^点巧をせ齋 
I 親/を - 卜1を ffu 邏麵 f 溃 

•保遍中はときどき•むをまだて、焦げつかせ 
ないようにしでください。 

馨農詩闕傑邏すると焦げつく場をがあり隶ず。 


....ダヴ 
:ぶが.'..-ぶ 


•線温で迭覆级膝鞠（み聲汁、ぶ-»ブなど）带* 
レ--、シ敬みで（ご祿带炒竣も敬揀 
線灑で寒繁せん。;！ 

•綴温でを還歷綠雜200 -^800 穀蒸ででず。 

楽獻 ffi 理終了!繁®11理輸卷綴湿し TX ださい。 












& 

@ 


保羅が終わったら 

!親/放+1奪挿 u 羅電磬切證 


続けて:嫂わないと.をな 


電源 
魄/入 


.、.ダグ.. 


お寧 U 電源幕巧题 

(劈ンブが消 fl ’ し謙畜） 


善最大約45分で曽動的に邏電を停止します。 
タイみ^を使うとをは： ’— p ^ 疑" 


:♦こ♦:■:■:所*:♦こ♦:■:■こ•こ♦:■:く♦こ •>:w 


く i>x*>>ro>x*»r くシ x<*>: く ■»! く*ぐXく <o>x*>»x*’ 




•トップブレ H 、. の溜度が綻80で过 TR こなるまですベて 
©火力表示ランプが点滅して高湿注憲表示をしまず。 



‘诚 ro 化日 ' S な を化 

•ご'. 5 •マ-目 . -1 


I が..〜^^ 



20 













































































•ち! H ヒ -- 夕--で說明していまず。 

•左ぶ! Ht ：-^ 夕で間瞬に寶動顯わか U までをません。 


巧0 !斌 巧日 m !姻 2孤 I 

麵誦隱麵謹匯圓證麵 i 

3 ♦る W を♦了 ♦ 8 



•讚わか b がでを攫敬據、常湿®水®みでず。 
•水拟外®だ b 汁皆;プ、對レ久 G 證簽パック 
など巷むかさな U で^だを U 。 

•? お懸は1 -2 L (満水»猶60%)葬ででず。 

•懲ずみた奪 b てくだをい。 

yua-SIR 

ぶ?:;; 

1 * ： r * 

\ bSI ::な.と..か.:. 

ミ 

遷わが b 湿度 I 糞遙 

I 趨;； [ I ; ( M 

低を 權準 高を 

•自動湯わか U ® 開始前莱たは關始してか b が J 日 
秒聞徵定牛一の号ンフび点滅 U ている H 願わ 
......... 

湯わか b 中 

みた®開闊、水®追加はしをいでください。 

(、ビッピッピジ;） 

•鍋®お質 < 大をご-水ミ語-京量などにより、お 
湯が；?つ<前にブザ-^が鳴ったり、わいてをずぐ 
に鳴 b ない場合があり苯ず。 

善!、ッププレ^卜の遍廈が約毎□でな下になるまですベで 
0火力表をランツ‘が点滅 U て高遍を慧表をを U 苯ず。 


で 

調 


题 

ず 

覆 


IH 

t 

1 

夕 

I 

で 

含 

S 

圈 

理 

證 

ず 

覆 


動 

:鹽 

爛 

ね 

が 

し 



に日 m m 

5 *■ 7 • 3 ► 
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ィ 


議 苗 一 


1 く" f ザ。$バ*娜 


かみ必必ン公こく‘: ンンン化 必接苗:^ン苗み必シピ,: 

....,. 

.. . . . ぶ 

- …-こ-一--ご- . . . -- . " …- ,, , , , , 





為 


7 j < 證入れ乾:麵鮮皆が知藝 
的!^™夕 -000000 の中爽に函ぐ 


〇 

@ 

© 

〇 


電31 

傲,''入 


謂;!馨 r ピッ J と!！覆蒸で禪 U 、 

爾源^ 乂 韻巧ンブが点斑 b 隸ず) 




/:4 


Hi 


陳押 U 


■II 

も養が气呼* VI » 、掛かが！命/巧が " i " T^T 


• ，藏禪 u 5 黑 M 题 iS 羅百^ 

j®/ 糾 k 押 u 畐眶嘗踞 

善お湯がむくとブヴ --- が鳴り，約5分闘保温し 
まず。 

•保遍が終わると> nx^r ■-が鳴り、国動的 
に讀電を停止し第ず。 .、.. 





続けて使わな I 化をは 


爾源 

馈/乂 


;猫ミちち戦ち常ミ:' ' か 5W »« ち S «™ . 

を離！，若！ ぶ 

(号ンプが谴巧 b 蒸ず）"'""' 































































































































































鑛繞を質動 ill 灑(水あ D ) で説明しでい莱ず。 


がが属驛媒^*§.媒筆 •： 


J 藻 ii 鑛毅黏裝穀蟲該黯該黯お類胃强 i 嗎 i 察;掘 iii 議懇^を潑薛まぉ强議顔韶おお威認 
..r..<^^.*vK*：K^s^*：K.*s^^>：..：r..^ ..… W —. . 


BWWW WIII ; 丫 

:*® W 号!、パ 1、/®"® 



o 

@ 

O 


愛腿に氷 (200 rnL ) 蔡乂 ru 顯巷焼綱® 
i: に K 禮、グ Uib ド: F 巷確契に離辕證 


電源 

敬/入 


@ 


黎 r ピッ j と麵讓蒸で ifb * 

匿源證乂れ覆巧ン济 )1 顧な b 讓ず） 

/ 

l ! li ! 麵 

.;;;; 帮靖卑靖お’ 

™ 气を撫約^ホ棘^ 

ボだが^々ジ^ ■ぶさ巧え " SsJ ち oww ち ODQOO 

/ 

禪端端;:間端端離 ゲ 

麵圓■誦■黎禪し 

II 圓圓画磕禪心、 

魏材に邏 b た焼をかげん燕 

霸頸帶嘗 7 ^ 
pX/ci y W 

i / i ? 蕾押 u ii 眶霄憑 

>□ 貫が讚った b 終了です。 

.'.巧嗎講终が.:.. ，.， 

!;;う議議議 ii 議!議 i 自 y ぉ i :; SS 謠 ii 窺^ liiiii 讓 


続けて使わないとき& 

-□ を押し、 I 聽點う東れ, 





•グん夕調戰水なし)の塌合、 7 おを入れないでください。 

* 調遇中はタニ.; 1-^ および！繞-さ-かげんの繁載までを談せん。 
•調遭縣を入れた談衆にしでおくとクリ '-. Z . ング脅余熱で 
熊げ遍ぎることがおり柬ず。 


タニ::！ 選書尺 



姐巧おき圏®绍が如園89つけをま図狼爭 


こ 2 : M :; 


おホイ,快ま圖おヴ t さタゾ mmtz ザ 




' L ... 搪 V ;詰 .L ん . J … ' 




燒哉かげ/ v 設定 


冒 


弱を 


禪擎 

j。 V J 


強を 






善タイマ——表示部が T 3と表をさむ、途中か b 調 
禮®残時闘を表示し藻ず。 一 ~— 


•調理が終 T すると約5分間、窗勤的にと"™夕™巧 


クリ…~ニング （ ? 


0を巧い Jim ©可ンブが 

巧拽强 


点滅しまず。（ヒ""夕^を加熱しで’付着した脂分 
を鱗を題ります。） 

燒をが足りないとをは、追加熊茫 で樣子 をみな 
がら、さらに饒いてくださ•い。 i . P «26 J 
•ヒ夕'—®ク U -- ニングを途中で終/したい塌 
食な S i 戲なさ〜 h を禪し C ください。 


•靡內®遍魔が約疫ぴ C じ(下になる 
まで焼をかげん号ンブが点滅し 
蘭温注識表示をし泉ず。 



2 ^ 


































































































































聽潑 

/\づ樵萊 
[1 據釣25烟 
1へ ' P 梗 

(約 18' ぶ攒) 



繞を臟 
[! 本鉤巧館] 
1本 

權径3〜 4 cm ) 
(約21〜23分) 


i 強 


^賣 ifflij 選0競き截ず體さ!ま、 r つな焼对く r 切身ぶもの J く r 丸焼珪 j の顚に強くなっていまず。 


が.:^ 

Wk ^ : 

潑 D 潑つけ焼恶 
(しぶ5雖測お 
[約100 g ] 4切む 
K 約 10 〜 1 掷）！ 


をね受敬離泉讚け 
(みを讀は、かず漬け) 


[釣25登！ 4麗 
滿14〜18分) 


をん蒸巧》-複干 b 
.諭り 0 g ]2 校： 

總 1 S 〜1就 j 


[龍葉織離？則 


l / b 帶も 

齡 20 g ! 4屬 
H ^13 〜ほ分) 


焼薄'と D (たむ焼を） 
[ I 京綠50窝]资ぷ 
满巧〜1攪 i 


\ Mm 
礎80夏] 4堀!. 
釣13〜15分）！ 


纔をん黨（類蔵® ) 
齡巧 Og ] 1〜4屬 
リ屬觀卜ほ分) 
(4 屬带巧〜]城) 


をん黨輿禮焼恶 
離18触1〜4屬 
リ麗搁16〜1資分） 
(4 麗:約! 4' ぶ撒 


戀じ鑛塩焼诺 
f 豹']部援…1撕が〜4屬 
n 麗;約巧〜1翰） 

(4 麗:約20、ぷ攒） 


巧跋巧溺蘇 i 
[雛 CH 100 经]雜む 
{約巧〜 20 分) I 


燕1>の開薄' 

满100浸] 2较(豹14〜 


嫌た!藻た(生 ) i が; S み;、..、 

[豁 30 g ] 4濯！、： J . 二—、’， 
(約に〜16分） i いをを 

欄230呂] P 霜: 
i 嫌]!目〜23分） 


鑛審とむ cai 焼憩） 
n 本釣50這] 8本 ; i 
(約'3〜!馈） i ! 


1 《!顆細ん 

疆媒鑛焼或 
i 隙 Q 〜400 g ] 
i ] p . 

K 約巧〜20お） 


議媒*麟憩 
[約400 gm ：] 
1屬 

(約20〜23分) 


[ !は1梭述•本)あた D © 靈でです。 （ りま讚灑畴闡巧固安です。留安を基進にして、大をさや数にぶって焼をかげんを讀んでください。 


^'""1 靡 
/ み 000000 Molo 

鏡を 
がげ知 


中；強 i 弱；寧；強 ； sl ：中 強 

清動調理の繞を赫ず強苗ん r ピザ J < r グ可タン j < r ホイん鏡き j の顧に強く怒っていまず。つ 


二!立*^ 

焼透 
がげん 




調理鑛に含わせで^二:!-^と焼をかばんを選 / V でください。 

別]掠1麗(硬れ•校•叔あたりの重さでず。 （ ）は11理轉闊 0) 貸费です。圍安を馨帶こしで、大をさや数によって窺きかけんを獲んでください。 



グ U 沁で調理をず覆{謹動調理} 


魚焼を自動誦理®圏{女 
























































































o 

@ 

o 

@ 

@ 


愛腿にが煙 OOmL ) 齊入 ru 鑛證焼網® 
J : に載せ、グ Ujb ド: F 卷磯葉に離薇簽 


麵圓 ill 

•グも夕調理(氷なし)巧場合、繁を入れないでくだをい。 

..■•:iV*V«%V,%%V*%%V ■■ ム •••■■■■••••■■■ 八 ％ ■■••••■■■•••■■■■ViV 

夕 Zl：!™™ 選択 


電11 
媒か 


Bj 幕 r ピッ j と麵禮熏で禪 U 

踢 H 题入11覆巧ンブが據なし萊が 

■I を禪し、 

# 誦^^ 藏曲 

mT^ ^ < 2 摇織 


續 




よ.::：ちを： 


::: T 


;灘銷ミ常照货葫競點 

瞧 ii 


i 證押 U 


食材 I こ適した鱗をかげ / y 奪 
證鑑^還 


親/スタ〜 H お甲 uii 電す證 

調寶鄉かた苗 

薇/スタ〜巧舞 U 邏議體切證 

続けで使わないと悲は 

■""" 磬禪 U 誦源龜切戀 


M}M 

蛾/入 


，:#パ:.':‘ 1 .. 





||& 


鏡蒂かば知設遮 

弱を 樣準 


強を 


難皆謀を綠猶簾巧ず、攤織 SNt ±^ むに 



X :::. 


タイ^™™卷使うと掛 まい:！::. P , 器錢 


•調理が終'7ずると約5分関、自動的にヒ"™夕*-® 
ク U "■"•ニング （ d 表お）を巧いまず。 

儀ヒ夕のク U ニングを途中で終/したい賴 
创を、韻/巧-•卜；を禪してくたごい。 


•靡内®遍農が辭 80' じ改訂こなる 
まで焼をか'け'んランブが点滅し 
議認连顯表示をしまず。 


一"""〜、 

結識 


(券ンプが消な b 燕す） 
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